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夢
い
っ
ぱ
い
　
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
　

腹
い
っ
ぱ
い

田んぼが賑わった一日！
　１２月２日、道の駅にしかたとその周辺の田んぼを会場に『ど田舎にしかた祭り』
が開催されました。会場では恒例となった田んぼ相撲やトラクター試乗体験のほか、
農村舞台にてお笑いライブやバンドの演奏、また今年は西方の新米で作ったポン菓
子の無料配布や江戸からくり人形の実演なども行われ、多くの人で賑わいました。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
！

　
12
月
2
日
、
岩
舟
の
小
野
寺
地
区
に
て
第
9
回
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
渡
さ
れ
た

コ
ー
ス
図
に
従
っ
て
、
途
中
に
あ
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
、
地
域
の
歴
史
や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
見
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
う
ど
ん

が
振
る
舞
わ
れ
、
疲
れ
た
身
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。

世界にひとつだけの「ヨシ灯り」
　
11
月
30
日
か
ら
1
月
14
日
の
間
、
東
武
「
新
大
平
下
駅
」
東

口
周
辺
に
て
行
わ
れ
た
「
光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
。
今
年

は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
シ
ャ
ン
パ
ン

ゴ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
色
彩
豊
か
な
10
万
球
の
淡
い
光
が
冬
の
ま

ち
を
彩
り
ま
し
た
。

冬
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

香り高い新そばを満喫
　12月1日・2日の2日間、とちぎ山車会館前広場にて「とちぎ新そばまつり」が行
われました。会場では新そばをはじめ、うどんやとちぎ江戸料理なども軒を並べ、
新そばを楽しみに来た多くの来場者が栃木の味覚を堪能していました。

▲

新
大
平
下
駅
前
を
彩
る

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

▲

割
り
ば
し
の
釣
り
竿
で
折
り
紙

　
を
釣
る
ゲ
ー
ム
も

▲

み
ん
な
で
手
を
つ
な
い
で

　
ゴ
ー
ル
！

▲

点
灯
式
で
は
大
平
南
中
学
校

　
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
華
や
か

　
に
響
き
ま
し
た

▲多くの人で賑わう農村舞台での演奏▲ポン菓子の音と煙に大興奮

▲会場ではそば打ちのデモンストレーションも▲地元のお囃子に迎えられてにぎわった会場

▲

多
く
の
来
場
者
で

　
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

▲

勝
道
上
人
太
鼓
に
よ
る
迫
力
の

　
ス
テ
ー
ジ

▲展示ブースには楽しい発見がたくさん▲会場入り口ではあたたかなヨシ灯りが
　来場者を迎えました

　渡良瀬遊水地のヨシを活用した「ヨシ灯り」を展示する「渡良瀬遊水地ヨシ灯り展」が、11月
30日と12月1日、渡良瀬遊水地ハートランド城にて開催されました。館内には、地域の園児や
小中学生、高校生などが自由な発想で作り上げた作品の数々が展示され、ヨシと光が織りな
す幻想的な灯りが、来場者を魅了しました。

　
11
月
18
日
、
都
賀
文
化
会
館
周
辺
に
て
「
ま
る
ま
る
ま
る

ご
と
つ
が
ま
つ
り
2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
を
飾
る
11
団
体
、
何
を
食
べ
よ
う
か
迷
う
模
擬
店
、
多
種

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
自
治
会

の
お
囃
子
。
地
元
協
力
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
学
生
、

約
1
7,
0
0
0
人
の
来
場
者
が
一
体
と
な
り
、
青
空
の
下
、

今
年
も
大
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
っ
た
「
ま
る
つ
が
」
で
し
た
。


